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ツバチ（Apis mellifera）に比較して病原体に抵抗性を持つニホンミツバチ(Apis cerana 
japonica)の消化管内から細菌を単離し、EFBの原因細菌Melissococcus plutoniusに対する拮抗



















               審   査   の   要   旨 
 
 現在まで、ヨーロッパ腐蛆病(European Foulbrood、 EFB)は、重篤な蜂病とは考えられてこ
なかったが、近年、高い病原性を有する菌が発見されたことから、養蜂業における被害の拡大
が懸念されており、防除法の開発が望まれている。本研究の成果で評価される一点目は、これ
まで典型菌株では不可能であった実験室内でEFBの発病を非典型菌株を用いることで可能にし、
世界に先駆けて感染実験系を確立したことである。二点目は、ミツバチ消化管内からM. 
plutoniusに対して拮抗作用を持つ多くの細菌株を単離したことで今後のEFB研究の基盤材料を
提供したことである。更に、腸内細菌の中で同拮抗性を持つ菌株の生化学的特徴を明らかにし、
有機酸が拮抗性に関与する可能性が示されたことも特出している。また、単離した細菌がミツ
バチのEFB抵抗性を向上させることを示したことは、EFB制御への応用利用の可能性を強く示唆
するもので極めて重要な知見である。 
 以上の成果は、今後のEFB研究に重要な道筋を示すとともに、ミツバチにおける新たなEFB制
御法の開発に寄与する基礎研究として大いに評価できる。 
 平成25年7月8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
